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令和2年8月28日

令和2年千葉市教育委員会会議第8回定例会
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千葉市教育委員会会議第8回定例会議事日程

令和2年8月28日 （金）

午 後 2 時 開 会

開会

会議録署名委員の指名

会期の決定

会議録の承認

議事日程の決定

非公開審議の決定

報告事項

(1) 令和2年第1回千葉市議会臨時会について ………1

［総務課］

議決事項

議案第82号教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の

’ 状況に係る点検及び評価について【別添】

［企画課］

議案第83号令和2年度補正予算について（9月補正） 【別添】

、[企画課・学事課・生涯学習振興課］

議案第84号千葉市立小学校設置条例の一部改正について【別添】

［学事課］

議案第85号千葉市立中学校設置条例の一部改正について【別添】

［学事課］

議案第86号財産の取得について【別添】

［教育改革推進課］

議案第87号財産の取得について【別添】

… ［教育改革推進課］

議案第88号‘損害賠償額の決定及び和解について【別添】 ． 、

［教育給与課］

臨時代理報告

報告第9号令和2年度補正予算について（7月補正） ……･ ･ ･ 3

［総務課・学校施設課・教育改革推進課・

生涯学習振興課・中央図書館管理課］

その他

閉会
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報告事項（1）

令和2年第1回千葉市議会臨時会について

教育総務部総務課
､

1 会期 7月27日～7月29日

［ 1
議案質疑、教育未来委員会

常任委員会委員長報告、討論、採決

7月28日

､7月29日
、

2 提出議案の審議状況

（1）令和2年度千葉市一般会計補正予算(第6号） 【令和2年教委報告第9号】

※教育未来委員会の審査を経て、 7月29日の本会議において可決された。

3， 議案質疑（現に議題となっている事件について、議案に係る提案理由説明を受けた後、討

論、採決に入る前に、その疑義を質すために行う発言）

7人から通告があり、 うち6人が教育委員会に関する質疑を行った。

「
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報告第9号

令和2年度補正予算について （7月補正）

令和2年度補正予算について、次のとおり臨時代理により処理し

たので報告する。

令和2年8月2 8日提出

千葉市教育委員会教育長 磯 美野 和
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令和2年度補正予算について(7月補正）
（新型コロナウィルス感染症対策関連）

教育総務部総務課､学校施設課
・ 凸

学校教育部教育改革推進課 L |

生涯学習部生涯学習振興課､中央図書館

f

1報告事項

学校やアフタースクールにおける感染防止対策の強化及び新しい生活様式の定着に向けた

特別教室へのエアコン設置やオンライン指導のための環境整備、図書館のICT化に要する経費に

ついて、第1回臨時会にて補正予算の措置を講じたので報告します。
【

2補正予算額 2,915,557千円

I !"' ： 1
費 2,903,057千円

費 12,500千円

3補正予算の内容

4

事業名 事業費（千円） 主瀞内容

学校の感染症対策の強化 258，000
内容

対象

感染症対策としての備品購入（加湿器等）

市立小・中・高・特別支援学校

小・中・特別支援学校特別
教室エアコン設置 ※諜懸偽

費を設定

内容：分散授業の実施や避難所として分散収容等を行うた

め、理科室、家庭科室、美術室等の特別教室

(851教室）へエアコンを設置

設置校：市立小学校108校、中学校53校、特別支援学校2校

計163校

設置期間：令和4年3月までに設置予定

※可能な限り令和3年夏から使用開始できるよう努め、設置が

完了した学校から順次稼働

オンライン指導のための環境
轄備 38，035

内容：再度の休校事態にも児童生徒の学びを保障するため

オンライン指導が可能となるよう端末を設定変更す

るほか、 Webカメラ （マイク内蔵）を整備

※端 末：学校に整備済の4,864台を設定変更

Webカメラ：教師用として662台を購入

アフタースクールにおける

感染拡大防止対策 12,500

内容：マスク等の衛生用品購入や感染症対策を徹底した上

での事業継続に必要な研修受講等に係る経費の補助

対象：アフタースクール12か所 ′

図書館のICT化 4，844

内容：インターネットによる資料収集等を可能とし、図書

館における学習機会の充実を図るため、館内のWi-fi

環境を整備

対象：中央図書館、地区図書館等（計14か所）

※令和2年10月下旬運用開始
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1

議案説明

令和2年度補正予算について、千葉市教育委員会組織規則第9

条第1号の規定に基づき臨時代理により処理したので、同条第2

項の規定に基づき報告するものであります。
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令和2年8月28日

令和2年千葉市教育委員会会議第8回定例会
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議案第83号

令和2年度補正予算について

令和2年度補正予算を定めること

し出るものとする。

て （9月補正）

とについて、次のとおり市長に申

令和2年8月2 8日提出

千葉市教育委員会教育長 磯 美野 和

ｰ

、
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令和2年度補正予算について(9月補正）
(東京202Oオリンピック･パラリンピック競技大会延期に係る減額補正）

教育総務部企画課

1補正理由

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会が延期となったため、 「学校連携観戦

プログラム」によるパラリンピックの試合観戦に係る経費について減額補正を行う。

2補正予算額▲60,630千円

］[ 【財源】 一般財源 ▲60，630千円

3補正予算の内容 〉

【内訳】 バス借上料 ,

会場駐車場使用料

▲58, 195千円

▲ 2，435千円

／

14

※予定していた観戦計画

’

}績引蝋

Z 、

観戦競技

幕張メッセで開催されるパラリンピック4競技
・ゴールボール

･シッティングバレーボール
･車いすフェンシング
･パラテコンドー

対象者
小学校及び第二養護学校： 5 ． 6年生
中学校： 1年生
養護学校及び高等特別支援学校:~全校生徒

移動手段 借上げバス（594台）



令和2年度補正予算について(9月補正）
（学校･家庭間連絡システムの導入）

学校教育部学事課

1補正理由
一

新型コロナウイルス感染拡大防止の一環として、接触機会の低減を図

絡のデジタル化を進めることが急務であり、専用アプリ等を通じた欠席

料の電子化等、新たな双方向型の連絡体制を構築し、保護者の負担軽減

き方改革を図る。

るため、保護者との連

・遅刻連絡や、配布資

及び教職員の一層の働

2補正予算額 1,272千円

【財源】 一般財源1,272千円［ ｝

3補正予算の内容

【内訳】 学校・家庭間連絡システム使用料及び賃借料 1,272千円

稼働期間 令和3年3月～令和6年12月 ‘

（対 象 全市立学校167校

小学校(108校)、中学校(54校)、特別支援学校 (3校)、高等学校(2校）

4今後の予定

令和2年11月

令和3年3月

令和3年4月

契約（長期継続契約）

稼働開始

保護者登録開始

1

[参考］

＜支出予定額＞ (単位:千円）

3

R2年度 R3年度 ､ ，R4年度 R5年度 R6年度 合計

1.272 14，832 14‘832 14,832 11．124 56,892



令和2年度補正予算について(9月補正）
(臨時休館を行った千葉市科学館の指定管理料変更）

生涯学習部生涯学習振興課

1補正理由

新型コロナウイルス感染拡大防止のため臨時休館を行った科学館について、施設の

適正な管理を確保するため、年度当初に決定した指定管理料を増額変更する。

2補正予算額 5,668千円

【財源】国 費 ］［ 5,668千円

3補正予算の内容

下記の、休館に伴う増額要素から減額要素を差し引いた額を補正予算額とする。

【増額要素】

11,042千円(1)各種収入(前年度4．5月）

（入会金、バス駐車場料、入館料等）

(2)感染症予防対策費

（備品・消耗品購入）

(3)遠隔地校来館助成バス増額費

(4)検温等対策人件費

(R2.6月～R3.3月を想定）

832千円

446千円

954千円

計 13,274千円

【減額要素】

(5)各種支出 （今年の支出予定額から実績額の差引や前年度4.5月の支出額から今年度の差引）

①スタッフ人件費 1,907千円

②光熱水費 3,699千円

③有償ボランティア活動費（交通費） 1,395千円

④講師謝金等 605千円

7,606千円計

13,274千円 - 7,606千円 = 5,668千円

4今後の予定

指定管理者との年度協定の変更

変更後の指定管理料の支払

令和2年lO月～ll月

令和2年ll月以降

4



【参考】 (単位：千円）

5

対象施設
当初の

指定管理料

変更後の

指定管理料
補正額

科学館 399， 100 404,768 5,668
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案説明

令和2年度補正予算について、市長に意見を申し出るため、千

葉市教育委員会組織規則第8条第6号の規定に基づき、議決を求

議

めるものであります。

〆

I
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議案第84号

千葉市立小学校設置条例の一部改正について

千葉市立小学校設置条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する

よう市長に申し出るものとする。

令和2年8月28日提出

千葉市教育委員会教育長磯野和美

千葉市条例第 号

千葉市立小学校設置条例の一部を改正する条例

千葉市立小学校設置条例（昭和39年千葉市条例第15

I

号） 部をの一

次のように改正する。

第2条の表千葉市立大宮台小学校の項を削る。

附則

この条例は、令和3年4月1日から施行する。

7し
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議案説明

大宮小学校及び大宮台小学校を統合し、大宮小学校とするため、条

例の一部を改正するよう市長に申し出ることについて、千葉市教育委

員会組織規則第8条第6号の規定により議決を求めるものであります。

』
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議案第85号

千葉市立中学校設置条例の一部改正について

千葉市立中学校設置条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する

よう市長に申し出るものとする。

令和2年8月28日提出

千葉市教育委員会教育長磯野和美

千葉市条例第 号

千葉市立中学校設置条例の一部を改正する条例

千葉市立中学校設置条例（昭和39年千葉市条例第16号）の一部を

次のように改正する。

第2条の表千葉市立高洲第一中学校の項及び千葉市立高洲第二中学校

の項を削り、同表に次のように加える。

附則

この条例は、令和3年4月1日から施行する。

／

９

千葉市立高洲中学校 千葉市美浜区高洲2丁目3番18号
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議案説明

高洲第一中学校及び高洲第二中学校を統合し、新たに高洲中学校を

設置するため、条例の一部を改正するよう市長に申し出ることについ

て、千葉市教育委員会組織規則第8条第6号の規定により議決を求め

るものであります。

（
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議案第86号

財産の取得について

次のとおり財産を取得するよう市長に申し出るものとする。

令和2年8月28日提出

千葉市教育委員会教育長磯野和美

1 取得財産GIGAスクール用パーソナルコンピュータ

（1）パーソナルコンピュータ 76， 949台

2 取得予定価額 3， 681， 883， 700円

～J～へ′～～～～J～夕～～～～～へJへJ J~…ヘクーーーヘグ～～～～～～～～J~～～

議案説明

GIGAスクール用パーソナルコンピュータを取得するよう市長に

申し出ることについて、千葉市教育委員会組織規則第8条第6号の規

定に基づき、議決を求めるものであります。
ト
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《

議案第87号

財産の取得について

次のとおり財産を取得するよう市長に申し出るものとする。
令和2年8月28日提出

千葉市教育委員会教育長磯野和美

1 取得財産GIGAスクール用電源キャビネット

（1）パーソナルコンヒ。ユータ44台用電源キャビネット

2， 243台

（2）パーソナルコンピュータ22台用電源キャビネット

168台

2 取得予定価額 215%533, 010円
苧

戸、ジハ、ｰ戸、ｰJ戸、ぎｰ、='戸、ざ戸、一ゲ戸、='戸一戸、ｰ戸、酉J戸、ｰグｰ、‐'戸､ｰ戸、=タ戸、ジグ■、一戸、-グ戸、ｰ夕戸、一J角、画"戸シダ面、写グハ、一夕戸、一グヘー戸、画〃戸､‐ゲﾍｰｸ '戸、=グハ、－伊崗、-〆

議案説明

GIGAスクール用電源キャビネットを取得するよう市長に申し出

ることについて、千葉市教育委員会組織規則第8条第6号の規定に基
づき、議決を求めるものであります。

13
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議案第88号

損害賠償額の決定及び和解について

次のとおり損害賠償の額を定め、和解するよう市長に申し出るものと

する。

令和2年8月28日提出

千葉市教育委員会教育長磯野和美

1 損害賠償額

13, 280, 320円

2 相手方

東京都千代田区丸の内3丁目4番1号

株式会社JECC

専務取締役依田茂

3 事件の概要

千葉市が、平成29年1月6日付けで相手方と締結した「人事給与

情報システム機器等賃貸借契約」について、新システムの稼働に伴い、

賃貸借物件が不要となることから、令和2年4月1日付けで当該契約

の一部を変更して契約期間を短縮したところ、相手方に残存期間に得

られるはずであった利益相当額の損害を与えたもの

4 和解条項

（1）千葉市は、相手方に対し、前記3事件の概要に記載の事件（以下

「本件事件」 という。 ）による相手方の損害について、 13， 28

0， 320円の賠償義務があることを認める。

（2）千葉市は、相手方に対し、前号の金員を、令和2年10月末日ま

でに、相手方の指定する金融機関口座に振り込むことにより支払う。

（3）千葉市及び相手方は、千葉市と相手方との間には、本件事件に関

し、本和解条項に定めるもののほか何らの債権債務のないことを相

互に確認し、今後いかなる事情が発生しても異議を申し立てないこ

とを確約する。

（4）本和解条項は、千葉市議会の議決を得たときに効力を生ずるもの

とする。千葉市議会の議決を得られないときは、本和解条項は無効

l5



とする。その場合、千葉市は、一切の責任を負わないものとする。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

議案説明

損害賠償の額を定め、和解するよう市長に申し出ることについて、

千葉市教育委員会組織規則第8条第6号の規定に基づき、議決を求め

るものであります。

、

l6
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雛案第82号関係参考資料 ｢羅耐~顧司
懲識育霊警働謡蕊鋒愈礎う罐噛曽鐵嘩嘱~簿蕊蕊篭 篭籍議蕊鋳議蕊霧溌

対象年度 令和元年度

法令上の根拠 地方教育行政の組織及び皿営に閲する法律第26条

評価方法 教育委員会の権限に届する耶項について、教育委員会が自らの車務の適切な軌行について確認する

とともに、点検・評価を行うに当たり、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図っている。

※評価委員学校教育分野：小橘暁子（こぱし さとこ）氏
千栞大学敬育学部准教授専門：造形教育学

生涯学習分野：岩崎久美子（いわさき ぐみこ）氏

放送大学教授（前国立教育政策研究所総括研究官） 専門：生涯学習政策

里点的に評価する事菜等［令和元年度の新規・拡充駆業］※（ ）は評価委員が視察・ヒアリング

停反夏語諏引･キャリア教育（千葉市立葛城中学校）
・民間スイミングスクールを活用した水泳学習（千蕊市立源小学校）

匹症旱霄蕊引･千葉市図諜館ビジョン2040策定（中央図苫館）
・令和元年度夏の台風による被害を受けた文化財への対応（加曽利貝塚）

・放課後こども敬室・子どもルームー体型モデル耶業（千蕊市立千草台東小学校アフタースクール）
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1 教育震員会による自己評価

学校敬育分野は「第2次千栞市学校教育推進計画(II28年度～R3年度)」に、生涯学習分野は「第5次千葉市生涯学習

推進計画(II28年度～R3年度)」にそれぞれ韮づき、各施策を実施しているため、両計画の進捗状況を評価することによ

り、点検・評価を行った。また、令和元年度の新規・拡充事業のうち5つの郡業について、亜点的に評価を行った。

（1）全体の評価について

igg: : :":雛臘f"&)%齢品順調…おおむね順調に進捗しているもの ：
速成…赴終目標（R3目僚）以上のもの I

× ･ ･ ･中間目原価（H30目標値）未満のもの 遅れ･･･進捗状況に遅れが出ているもの :
二・・ ・述成率で評価しない(でさない) もの 休止…耶業を休止したもの

L■■■■■ロロロロロロロ■■■画■■■｡■■■■－■■■■■■■■■■■■F■■■■寺■■画画■■一画画■■画■画画■■画■画■画■画■ロロロロ■ローロロロ■■ロロロ■■■■■■■■■再■■■■■■■■■■■■■■■■■■■画■■■■■■画

成果指標は述成状況×の項目が多く、噸調であるとは言えない。一方で､ .アクションプランは「達成」 「順調」の頃

目が多く、おおむね順調に進捗していることから、実施している取組みが成果として表れていないことがわかる。漫
然とアクションプラン等の取組みを進めるのではなく、取組みの効果を検証しつつ取組内容を見直し、より効果の商

いものに改善する必要がある。

（2）重点的に評価する駆茱等について

アキャリア教育 （報告唇P23． 24)

研究指定校において、 「キャリア・パスポート」を活用した先行実践をするとともに、キャリア教育推進連挽会

議を2回開催し、中学校職場体験とキャリア・パスポートの課題等について協駿した。また、業界団体等の協力に

より、小・中学校延べ72校で学校訪問を実施した。

イ民間スイミングスクールを活用した水泳学習 （報告害P32･33)

児亜の泳力向上や敬員の負担軽減などの効果を検証するため、小学校2校において民間のスイミングスクールを

活用した水泳学習を実施した。児童の泳力や意欲向上のほか、水面管理や安全硴保など教員の負担軽減に一定の効

果が見られた。

ウ千葉市図害館ビジョン2040策定 （報告書P72． 73）

図苫館が地域の「知の拠点」 として蝿かな市民生活や本市の発展に貫献できるように、実現したい図書館の未来

像を描き、逆算する形で取り組むべき施策を示す措針として、新たな図番館計画「千紫市図苫館ビジョン2040」を

斯定した。

工令和元年度夏の台風による被害を受けた文化財への対応 （報告召P77. 78）

主に台風15号発生時の強風により、加凹利貝塚や月ノ木貝塚津の史跡では多くの倒木や幹折れが発生したため、

安全性を確保する上で必要となる伐採及び倒木撤去を実施した。また、旧生浜町役場庁舎では屋根瓦の剥がれ等の

破N1が発生したため、瓦の野さ江しなどの修招を実施した。

オ放課後こども紋室．子どもルームー体型モデル事案 （照告唇P84･85)

実施佼を1校から6校に拡充し、 「安全・安心な居場所」 と 「学びのきっかけ」の提供に努めている。令和元年

庇に実施したアンケートでは、保猫君、児寵ともに7割以上の利川肴から「満足」 との回審が得られた。

2評価委員による評価

FF雇壺頁而壷頁一面吾百両7=面刃
全体について（総括的所見）

・学校教育推進計画（6年計画）の4年目の取組みについては、平成31年3月の中間見直しも含めて概ね良好な成果

を得ていると評価することができる。

･子どもたちの学びを保障し、夢と思いやりの心を待ち、チャレンジする子どもを育てるための学校教帝につなげるた

め今後も継続的に改革を進め、第2次学校教育推進計画に進づいた各班業の企画・推進を川待したい。

キャリア教育について

･キャリア教育の課題とされている職場体験や進路調盃だけに終わらないような計画や実離、蘭を商めるための改暦に

向けて評価がされており、充実した敦育内容となっている。

･研究推進を行ってきた学校のりF例等を活かせるよう、学校内外において継統可能な支援や、 IIIIⅧを共有寸一るための仕

組みづくりがさらに必要になるだろう。 また校内外でのキヘ'リア教育の実践の中心となる教員の育成や支援、 また

個々の教員へのキャリア教育についての理解を推進するための方策の検討が正要である。

民間スイミングスクールを活用した水泳学習について

･民間スイミングスクールの活用により、水泳学習はじめ校内のプール掃除、水面管理、安全砿保淳を天候や対応人数

に左右され行うことがなくなり、水泳学習に伴う教員の仕耶趾・弧類とも負担軽減となっている。

・スイミングスクールでの指導は複数のインストラクターが関わり、児童へのきめ細かな指導につながっている。

陪爾襄頁而萱頁一雨吾面~F1m了而河
全体について（総括的所見L -

･市民へのサービス向上を目指し、総じて適切、かつ欄極的に皿営されていることを確認した。

･市民のニーズを丁寧にくみ取り、ニーズに応じた事業を実施した後にその充足度などを取り上げるのが評価としての

本来の姿と思われる。適切な評価を行う上では、評価指標の妥当性についてのさらなる検討が翅まれる。

･今後も新しい発想や柔軟唯対応に果敢に取り組む文化が醜成され、千葉市の生涯学習事業の多くが全国のモデルとな

ることを期待する。

千葉市図書館ビジョン2040策定について

．このビジョンには、地域の「知の拠点J としての新たな図杏館の婆が揃かれている。そのコンセプトは、 「『17民の知

的好奇心を刺激し、 ワクワクす-る図諜館」というものであり、知をつなげる新たなプラットフォームを|冊簗しようと

する千莱市の生涯学習支援に対する意気込みを感じる。

・コンセプトを実効性あるものとするためには、千葉市図番館楴慨ネットワーク協識会などをimじて多様な協勵。血槐

乎業が検討され、また中央図IF館と生涯学習センターが合築である利点をいかした体系的な耶業の企画・実施など、

敦育的な相乗効果や6'1発効果を意図したプラットフォームの形成・充実が必要であろう。

令和元年度夏の台風による被害を受けた文化財への対応について

・千葉市を硯った台風の被害への対応、木々の害虫被害や間伐の必要性など管理迎営上で多くの対応が求められ、また

コロナ禍で移動自粛の中で鯉客がままならず､予定の蛎業が実施できない状況に苦労されながらも瓦娘に対応されて

いる。

・ホームページを通じ、学術的内容をわかりやすく情報発信する積極的な取組みを行っていることは特記に価する。

・博物館、図杏館、公民館の連挑耶業についての具体的な班業提案もあり、また、教育センターとの連鵬による学校の

敏貝に対する講座提供の検討など、加曽利貝塚博物館という資源の有効活用へのアイデアが多く認められた。

放課後こども教室・子どもルームー体型モデル事業について

・共働き家庭が増加-1-る中で、千葉市に子育て世代を呼び込むためには、放課後子と.も敦室・子どもルームー休兜モデ

ル事業は、子育て支援として非常に亜要な事業である。

・人生において、子どもである時期は限られ、その多くの時間を学校で過ごすことから、放課後の時l川にあっても、仮

’ り返ったときに、値かしぐ楽しい良い思い出となる時間でありうるよう内容の充実について脱迩検3.Iしていただきた

い。

評価委員の意見に対する対応（報告書P102～105)

これまでの耶務点検・評価において評価委艮よりいただ

いた‘意見に対する対応状況は右表のとおりです。

すべての意見に対し、 IMIみを実施しています。
｜表対応のｲ,の、 ’ 0 1

兇2橇1鐺輪儲爵●瞬静醍萌迅議誰韓趣掻迂畠蛍蕊
弓･ t､h寺ﾛ ず

i項目散?

ほ兄に対する[趾Ⅱみについて検討し､火施してL,る1,ﾘ)。 10

画見に対-#･る取組みについて検g･IしてL ､ろ~もの『~~~~ ‐一O一一 ’

I 教育委員会会議を14回開催し、 47件の雛決を行った。

2 入学式等の学校行事や各仙イベント、研修会、会識等に出席したほか、ホームページや教育だよりを活用した広報活

動や養鞭教諭との意見交換などを実施した。
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教育委員会事務点検･評価(抜粋版）
議案第82号関係

参考資料1学校教育分野

(1)成果指標
※達成状況が｢◎1「×1となっているものだけを抜料

【施策1－2】 報告書(案)P11-12

【施策2－1】 報告書(案)P16-17
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全国学力･学習状

況調査における全
国平均正答率との

比較

小6 ＋1-8 +2.0 ＋2-5 0 ＋1.0 0 0 ×

中3 ＋1.9 +2-0 ＋2.5 ＋1.0 0 0 0 ×

全国学力・学習状況調査

強ゞ:3~W*:#:達成状況I墨対鋲る説明愚XW"鳶〃 ”鵜諜愚"蕊:'』凝轍群今後の取組み等､;1ふ津鴬謬；農 #”,膠

･全国の平均正答率との差はなく､同等です。教科
別にみると小学校は国語-算数どちらも全国平均と
同値です｡中学校では､数学が全国平均を1ポイ
ント下回ったものの、英語は1ポイント上回りまし
た｡基礎基本の定着を図るとともに､付けたい力を

明確にしたスパイラルな指導の工夫､家庭学習の

推進を図る必要があります。

･本市の課題改善に資するデータと､指導改善の方向性や
ポイント等を示した授業改善の資料を研修会や学校訪問等
で活用します｡指導助言を行うことで､教員の指導力を一層

高め、｢わかる授業｣を推進していきます。
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中学校卒業段階で
実用英語技能検定
3級相当以上の生

徒の割合

中3 50.0％ 55．0% 60-0％ 46.6％ 47.2％ 46.8％ 44.2％ ×

千葉市教育委匡 会教育指垂 課調べ
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･生徒の英語力の向上のため､言語活動を中心と

した授業を行っています。

･前年度より数値は下がっていますが､欧米を中心
に広く使われている国際標準規格｢CEFRA1以
上｣を取得している生徒の割合は全国平均以上と
なっています。

･言語活動の充実とコミュニケーションを図る資質･能力の育
成のために､教員とALTとの円滑なティームティーチングを

進め､授業の工夫改善を図ります｡また､生徒とALTが積極
的にコミュニケーションをとる機会を通して、自分の考えや思

いを表現する場面を更に増やします ｡／
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読書習慣のある児

童生徒の割合

小3
49.5％

(26年度末）
52_0% 55.0％ 53－0％ 50-4％ 49.4％ 48.7％ ×

小5
45.1％

(26年度末）
49_0% 52.5％ 45-9％ 48-1％ 44.0% 44.1％ ×

T~外豈｢ロ芋-ノJ1 況調査
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.本市の読書童調査において、学年別平均読書童

は､学年が上がるにつれて減少しています｡読書

量が減少している要因として､情報機器の利用増

加などが考えられます。

･学校図書館指導員の読書指導に併せてボラン

ティアによる読み聞かせ､学校図書館の充実等を

積極的に推進していくことが必要です。

-学校図書館主任を対象とした読書活動の推進についての

研修を行います｡研修を踏まえ各学校で｢魅力ある学校図書
館揮営計画｣を立て､教科との関連や公共図書館との連携、

蔵書管理､施設･設備の整備など､学校図書館の充実を図

ります｡また､引き続き､6月下旬から12月まで読書量調査
を行う予定です。



【施策3－1】 報告書(案)P26-27

【施策3－2】 報告書(案)P30-31
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朝食を必ず食べる
児童生徒の割合

小 90.8％

｜
秘 100.0％ 89.6％ 90.1％ 89.7％ 90.3％ ×

中 87.6％ 95.0％ 100_0% 87.1％ 87-9％ 86.5％ 87.3％ ×

千葉市教育委匡 会保健体稽 課調べ

掌‘･噂;瀞- ・ 議,f達成状況に対する説明 ． ‐ 、 I ､ 。 _ :: 驚一 ~今後の取組み：
0J畦 白｡j岬耳鍔哩 ,

電 司 で

由,砦』玲暑； 唾 ,. ､

･平成29,30年度に実施した栄養教諭によるI朝

食｣をテーマにしたモデル授業や研修を通して､朝

食の重要性への意識は高まっていますが、目標の
達成には至りませんでした｡週1～3日食べない児
童生徒が9％いるため、家庭との連携をさらに深め

た取組みが必要です。

で継続して行い､家庭との連携を密にし､朝食を毎日食べる
I県童生徒を育てられるように取り組んでいきます。
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全国体力･運動能

力、運動習慣等調

査において､各学

年･男女別･種目で

全国平均を上回る

割合

小男子 81.2％ 91.6％ 95.8％ 70.8% 75.0％ 75.0% 75.0％ ×

小女子 93.7％ 97-9％ 100.0% 91.7％ 75.0％ 75.0％ 62.5％ ×

中男子 58-3％ 66.6％ 75.0％ 37-5％ 87.5％ 87-5％ 87.5％ ◎

中女子 58.3％ 79-1％ 87.5％ 75.0% 100.0% 100.0％ 100_0% ◎

全国体力・運動能力、運動習ゼ 等調査

鷺＃ 1 , ゞ ";達成！ 代況に寅 する説明蛍
寺 泗

･曲1 J" 』ゲ

･全種目の合計では､小中学校男女のすべてにお
いて､全国平均を上回っています。

･種目ごとでは､中学校女子においては､すべての
種目で全国平均を上回っています｡小学校男女の
握力とソフトボール投げ､小学校女子の20mシャト
ルラン、中学校男子の握力は全国平均を下回りま
したが､その他の種目では上回っています。

･各学校の体力向上の取組みをさらに充実させるため､教科
主任を対象とした研修会等で､各学校の具体的な取組みを
紹介します｡特に小学校のソフトボール投げについては､学
習指導要領の改訂により､陸上運動系の学習の中で､遠投
能力の向上を意図して｢投の運動(遊び)｣を加えて指導でき
るようになったことから､体育学習における投げ方の技能向
上を目指した指導を取り上げます。

14

1週間の総運動時

間が60分以上の割
合

←小5男子 94.6％ 95.6％ 96－7％ 94.6％ 93-8％ 93.6％ 92.9％ ×

小5女子 89-6％ 91-8％ 94．5％ 90.3% 89.6％ 87.6％ 87.7％ ×

中2男子 91.6％ 92_0% 92.7％ 92.7％ 93.0％ 93.3％ 92-9％ ◎

中2女子 80.5% 81-7％ 84-5％ 80.6% 82.5％ 80.2％ 79-7％ ×
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･小学校女子以外は前年度を下回りました。
･全国平均と比較すると､小学校は男女ともに上回
り、中学校男子は同率､女子は下回っています｡ま
た､小中学校ともに､女子よりも男子の方がその割
合は高くなっています｡これは全国的な傾向となっ
ています。

･女子児童生徒や､運動をあまり好まない児童生徒が興味
をもって楽しく運動に取り組めるように､体育･保健体育の学
習を工夫･改善するとともに､運動機会の設定などを検討し
ていきます。
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【施策6－3】 報告書(案)P56-57
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学校セーフティ

ウォッチヤーの登録

者数

26,855人
(26年度末） ト･"“30,000人 26,469人 25,800人 26,265人 25,149人 ×

千葉市教育委員会学事課調べ

] も f､ ,: ， 達成状況に対する説明; ; :"" "｡:f: r "罰. ア 3:ぎ今後の取組み等‘ 。
A r

号 F， 円 く E

･登録者の増加には至っていませんが､保護者･地

域協力者の協力により、各学校区で安全な登下校
が行われています。

-保護者会や地域の団体に参加を呼び掛けるなど､セーフ
ティウオッチヤ－を増やす取組みを継続していきます。
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全児童牛徒数に対

する不登校児童生
徒の割合

小
0_46%

26年度末）
0.40% 0.35％

0.49％

(27年度末）

0-52％

(28年度末）

0.57％

(29年度末）

0_70%

(30年度末）
×

中
2．38％

26年度末）
2.25％ 2.20％

2.49％

(27年度末）

2.67％

(28年度末）

3.05％

(29年度末）

3-42％

(30年度末）
×

千葉市教育委員 会教育支も
言

罰べ

零'2 ワ ー ．＝J央必〃し1－入郡嘗ソ良句画四函撫 '彦一 』． .'I ; ‘ ",｡ ~陸霧譲認惑f:‘奈経 の取組み 芋: ．､』？鳥 ｡"§
･不登校を解消した1貝童牛徒もいますが､不登校

状態が前年度から継続している児童生徒が多かつ

たため､割合は増加しています。

･不登校状態を新規と前年度からの継続に分けて考え､具
体的な指導と他機関との連携を含めた支援を家庭､学校で
情報共有し､個々の状況に応じた支援体制づくりを促進しま
す。

･長欠対策教育相談員の学校訪問により、各学校の状況を

把握し､校内支援体制や支援方法についての指導･助言の
充実を図ります。

24 いじめ解消率

小
82.2％

(26年度末）
86.0％ 90-0％

87.9％

(27年度末）

89.2％

(28年度末）

68.9％ 62.3％

(29年度末） （30年度末）
×

中
80.3%

(26年度末）
84.0％ 87.0％

89.6％

(27年度末）

91.7％

(28年度末）

81-8％ 66．7％

(29年度末） （30年度末）
×

千葉市教育委員会教育支も 課調べ

霜'露ゞ._ ;::､ 』 "､達成 大江I萱ﾒﾖ就やわ鄙｡呪．『 , iゞ簿‘ ‐ ． : ::〆捗鍵風“ふ;今後の取組み等､外｡:_ ,! ‘譲ゞ塗4灸& ‘‘
‐圏UJし、しぴJM｣L全や幻泣TUJ哩疋（千j典Zリヰ反不ノ

に伴い､「いじめが解消している｣と判断される条件
として｢3カ月の見守りが必要である｣等に変更され
たため､解消率が低下しました｡また､いじめに対

する正しい理解が進んだことで､いじめ認知件数が
増加する反面､安易にいじめを解消したと判断せ
ず､丁寧な見守りをしているため解消率が低下した

と考えています。

．早い段階でいじめを記知する、いじめの積極的な認知が浸

透したため､認知件数が増加していることは評価できること
です｡今後は､初期対応を丁寧にすることで､いじめの早期
解消にさらに努める必要があります｡生徒指導調査研究委
員会の報告書｢いじめの積極的な認知とその対応｣の積極
的な周知や学校からの要請に応じた校内研修の推進に努

めます。
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26

日本語指導が必要

な帰国･外国人生

徒で指導を受けて

いる割合

小
90-5％

(26年度末）
91.0％ 92.0% 90.8% 91.4％ ’ 91.9％ 100％ ◎

中
93.4％

(26年度末）
94－0％ 95-0％ 93．7％ 98．5％ ’ 98－5％ 100％ ◎

千葉市教育委匡 会教育指箪 課調べ

‘達成状況に対する説明 ､, ； ‘ _, 、 、 ﾎ: ‘.：， !爵導‐ “ -今後の取組み 宗 … , ． 。 、
･日本語指導が必要な帰国･外国人生徒の人数は

前年度とぼぼ同数ですが､ボランティア等の協力

により、要請のあった児童生徒全員に対応しまし

た。

･一方で､指導時間数の確保や、多様化する母語
への対応が課題です。

・日本語指導が必要な児童生徒の増加や、母語の多様化に

対して､きめ細かな支援ができるよう､大学やNPO団体との

連携を強化します｡また、自動翻訳機の活用効果を検証しま

す。 、
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情報教育

機器の整

備・充実

小学校PC教室の

端末刷新

106校

校
校

ノ
／

《
ｐ
一
口

０
０

２
校
４

６

全校

40台/校
(移動型端

末〉

全校、

40台/校
(移動型端

→＝､

木ノ

タブレットPCの整

備

モデル校
:0台
女育センター

:0台

Eデル校

曽設

(6年生1人

台）

モデル校等

での成果を

踏まえ、見
直し時に設

定

t 噌雷"蕊議醗跡 彊､溌島":襲瞬,， ？;､ ､,｡ ､,鞭 :，

~

姓 '"Li¥" 呈咄 丹 f r ､
号 j4

一

.第2次CABINETの更新により、小中学校への機器の配備

を終えました｡端末は､各学校の最も多い児童牛徒数の学級
の人数に応じた台数を配置し､どの学級でも使用できるよう
にしました。
･タブレットの配備により､各教室や特別教室での利用が可
能になりました。

･学校インターネット回線を引くことで､今までより高速回線の
利用が可能になりました。

106校

校
校

／
／

《
ｐ
一
口

０
０

２
校
４

内
ｎ
Ｊ

継続モデル佼
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教育センター
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校
‐
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ノ
ノ

ニ
ロ
《
ロ

加
校
如

６

継続モデル校

40台

教育センター

40台
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校
校

ノ
ノ

一
口
《
ロ

加
校
如

６

継続モデル校

40台

教育センター

40台

110校

(学級人数

最大値で配

備）

全小中学校

規模別に11
台から80台

達成

達成

､ 踵r " #品語』
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番4， Z ． 吻吋,今

,､ ‘¥ f 号" r｛:, マ の取組み： 易訟- ， ． " ･""¥涼､ " 鷺 ' 鍵 ．眉 f、 §必《 『 '‘ :!､ f_慰誕鳶鼻 ."' も.， ，舞争

住いため､今後､台数･児童生徒一人一台の配備となっていないため､今後､台数

の増加を進めます。
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小学校英

語活動･英
語教育の
推進

外国語指導助手
の配置拡充

英語教育支援貝
の配置

英語免許保有者
の増員

50人

12人

175人
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露
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鍔
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電
》

瀕

艶

埼
螺
埋

沙

錘

千

寺 Eな成果と； 慧察簿臓：
･外国語指導助手については､各学年の授業を概ね予定通

り実施できました。

･英語教育支援員を12人配置し､各担当校での指導･助言に
当たりました。

･英語免許保有者は､約10人の新規取得者と免許保有退職
者がいたため、1人減となりました｡過去には､千葉大学での
免許法認定講習の単位を期間内に取り切れず､免許取得を
断念する教員がいたため、必要単位数やスケジュールなど
見通しをもって受講してもらう必要があります。

38人 38人 遅れ

2人 12人 達成

102人 101人 遅れ

J B J品

毎P 蟠 誰．？緩""今悩 の取組み： 錐菟螺蕊‘
鹿F 迂 弾“

.』&動 ､f '鞍 r ← 5

･外国語指導助手は､打合せ時間の確保が課題となっている
ため､派遣時間拡充に向けて取組みを進めていきます。
．英語教育支援員は､高学年の評価などについて､重点的に
指導･助言します。
･免許法認定講習の受講スケジュールなどに関する免許取得
者からのアドバイスを添えて､案内･募集します。

5

市立高等

学校のグ
ローバル

スクール

化の推進

外国語補助教員

の増員 ’ 3人

竜嘩蕊蕊蕊餓蕊:,;;： 陸〃季J浜本毎霞石 家島; ､ '麹． ： ， 》､:. ￥'': ， 《． 。

･外国語補助教員を1名増員し、目標を達成しました。

’ 2人 3人 達成

p " 芦 認

[ 鼻謬

害押輯 迩鍾:今後の取組み； 宗:髄’ :菊…蕊":'B"/

･外国語補助教員を活用し､グローバルリーダーの育成を図り

ます。

7

未来の科
学者育成
プログラム

ジュニア講座受講

者 ’
5． 6年生

実施
80人 100人

動『， f ‘ 輯 鼎 鳥 竿．“． ・
を 診耗_f鱈･ 繁 睡雰' 尋 "“, ‘ 匡ヴヰJ※不色石示 、 ． 。

･ジュニア講座は電子申請のほか、平成30年度の秋より市内

公立小学校5.6年生全員にチラシを配付したことにより、定員
を上回る応募が続き、受講者は159人となりました。

66人 42人 ’ 71人 ’ 159人 達成

、 ・ ゞ ，』‘ ． ミf今後の取組み等‘~ ﾐ，
･ジュニア講座では､昨年度同様市内公立小学校5.6年生全

員に個別にチラシを配付し､電子申請でも受け付けます。
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オリパラ教
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シッティングバレーボールを実施しました。
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す。
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を実施
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グループ設

置・検討
モデル実施

全校実施
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業において､パラスポーツを実践しました。
．より充実した授業ができるように､パラスポーツ実践モデル

校での授業､教員を対象とした実技研修等も実施しました。
･児童の泳力向上､教員の負担軽減及び学校プール施設の
維持管理費肖11減などの効果を検証するため､小学校2校に
おいて民間のスイミングスクールを活用した水泳学習をモデ
ル的に実施しました。
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学校の体育･保健体育の授業において､パラスポーツを実施
します。
･民間のスイミングスクールの活用についは､前年度の検証
結果をもとに事業拡大について検討します。
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交流事業
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害者アスリートとの
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との日程調整の結果､訪問校数を増やすことができました。
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学校施設

の環境整
備(質的整

備）

トイレ改修

音楽室等エアコン整備

34．4％

'1,学校64．3％

中学校 100％

寿別支援学校'㈹％

66.6％

小学校 100％

中学校 100％

特B 1支援学校100％
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･毎年約10校のトイレ改修を行っていますが､進捗状況は

遅れています。引き続き、トイレのドライ化と洋便器化を推進
します。

･音楽室等エアコン整備は､令和2年3月末に設置が完了い
たしました。

3． ％

小学校0％

中学校50％

将別支掻学校1“％
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'1,学校 0%
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寺別支彼学校l“％
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小学校26. 1％

中学校100%

特別支援学校l“％

31.7%
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･第3次実施計画に基づき､毎年約10校でトイレ改修を実施

し､令和8年度までに全校改修済となる予定です｡最終目標

に対しては順調に進捗しています。

3

学校適正

配置に伴
う施設改

修

統合に伴う施設改
修

10校 14校 13校

凸 呼も岬 1 竜 F
F 壱 J J寺 J誤
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関する地元代表協議会から要望された統合時期での開校に
向け順調に進んでいます。

11校

78.57％

11校
78.57％

11校
78.57％

11校

78.57％
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区1校の施設改修が完了する予定です。
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小中一貫

教育の推
進

小中一貫教育のモ

デル事業

研究指定研究指定

（小中連 （小中連

携） 携）

小中一貫教
育モデル校

の設置

鍵'率ｼ' ",:‘ :『:､職島尻(．
x､'､捗轟､綴 錨 .' 『 ,‘ . ‘,j

津塒

号睡¥ 諺成果と考察虹'；寧怠が： 糺 一卑晶:､里唱
ｸI ご 号認計 ‘ 9

.これまでの研究成果と実践を踏まえ､平成31年4月に川戸

小･中学校を小中一貫教育モデル枝として設置しました。
､千葉市の小中一貫教育基本方針に基づき､連携校6校で

グランドデザインを作成し､小中一貫教育の進展のための具
体的な実践計画を立てました。

継続 継続 | "" ’
小中一貫教

育モデル校
の設置

達成
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･令和2年4月から川戸小･中学校を小中一貫教育校に位置
付けました。

･小中一貫教育枝およびモデル校の運用状況や課題存把握
するとともに改善に向けた助言を行います。

･令和3年4月に､幸町第三小学校･幸町第二中学校及び更
科小･中学校を小中一貫教育枝としてスタートさせるための準

備を進めます。
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特別支援

教育研修
の充実

特別支援教育研
修の実施

受講者

1,527人/年

受講者

1,670人/年

と講者

820人/年
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･研修受講者は2,165人となり､最終目標を上回りました｡特
別支援教育について学ぶ機会のニーズがより高まっていま

す。

受講者

2, 111人/年

受講者

2, 132人/年

受講者

2,005人/年

受講者

2, 165人/年
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･アンケートの分析などにより、受講者のニーズに沿った研修

テーマを設定するとともに､参加しやすい日程調整を行うこと
により、受講者数の増加を図ります。
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学校給食

費の公会
計化と｢公

金･準公金

管理シス

テム｣の整

備

管理システムの整

備
検討 運用 運用

ｰー

画 , 諺 昌 1． q ,㎡ ､ 難 " ･歸寺歩 昌 4口 ｡ ､ご 愼品 4 誰置歳里
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･平成30年4月から運用を開始しました。

･学校給食費(公金)と学校徴収金(準公金)を一括徴収･管
理することで､保護者の負担軽減と利便性の向上に寄与して

います｡また､学校においては､事務処理方法の統一化が図
られ､指導業務時間の確保につながっています｡

検討 検討 運用 運用 達成
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･制度の適切な運用のため、システムの改修や管理職に対す

る研修を実施します。
･学校給食費については､徴収対策のさらなる強化を図りま
す。
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特別支援
教育のサ

ポート体制

の整備

特別支援教育指
導員

35人 40人 40人

特別支援教育介

助員
5人 15人 15人

攪喀. " 鑓4 ,燕 ･-$ 鎧 ゞ唱 唾'鑑,.'. 『 ' 【少二Eな 丁今示 哺藻 ､， （皐 轆 “ ・ ‐" ， ．『

-特別支援教育指導員を40人配置し､配置対象児童牛徒全

員の指導計画を作成しました｡適切な支援を行うことにより、
学習態度や対人関係の改善､社会性の向上がみられまし

た｡また､個別の教育支援計画を作成することで､支援体制

の継続を図っています。
･対象となる児童生徒17校18名に特別支援教育介助員10人

を派遣し､支援を行いました｡進捗状況では｢遅れ｣となって

いますが､対象児童生徒には十分対応できており､保護者、

教員からは高い満足度を得ています｡対象児童生徒の自立

に向け､どこまで介助を行うべきか､担任との連携の仕方な
どについて整理していくことが必要です。

35人 35人 40人 40人 達成

5人 5人 10人 10人 遅れ
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･指導員配置数(40人)を超える配置希望があるため､増員を

検討するとともに､すべての希望校に学校訪問相談員または

指導主事を派遣し､本人及び校内支援体制の把握を行いま
す｡未配置校についても､訪問要請や教員に対する相談､各

種研修等により､必要な指導･助言を行います。
･対象児童生徒の障害が多岐にわたっているため､状況を正

確に把握し､増員を含め児童生徒に応じた適切な支援をして

いきます｡また､本事業の目標である｢自立｣に向け､学校･保
護者･介助員･行政が連携を密にし､望ましい方法を検討しな
がら支援していきます｡
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スクールカ

ウンセラー

の活用

小学校に配置
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･小学校スクールカウンセラーを全校に配置し､児童の心の
ケアをすることで､不登校やいじめなどの未然防止や早期発
見､早期解決を図りました。
･緊急時対応及びスクールカウンセラーからの相談対応のた
め､統括スーパーバイザーを1人､スーパーバイザーを3人
配置して相談体制を強化しました。

6校配置
12校巡回

10校配置
30校巡回

12校配置

60校巡回

全校配置

(111校）
達成

4人 4人 4人 4人 達成

‘. "ゞ‘x;:::W":;踊潅謡今 の取組み＃
Ｊ
Ｆ
中

銀甲
穿

“

学⑭

あ
り
学

Ｊ
辛
制
串

函
？
手

法
拝

や
『

哩
聯 鈩瞬＃“評

[ 4

･令和2年度より、全小･中･特別支援学校に加え､全高等学
校にもスクールカウンセラーを配置します｡また､モデル校を
設置し､効果の検証を行うとともに､配置時間の増加を検討し
ます。
｡引き続きスーパーバイザー4名を配置し､スクールカウンセ

ラーと連携しながら支援や助言を行っていきます。

4

適応指導
教室の設

置及び運

営

適応指導教室(ラ

イトポート)の設置

運営

5カ所運営

6カ所運営

(各区設
置）

6カ所運営
(各区設

置）
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･すべての行政区にライトボート(LP)が設置され､学校生活

への復帰や社会的自立を目指す居場所としての機能を果た
しています。

LP稲毛の

改修工事と
備品消耗品

購入を行っ
た ◎

LP稲毛イ
開所し、 ll

調に運営一

きた。

全行政区の

計6か所を

順調に運営
壷圭圭
里cJ－◎

全行政区の
計6か所を

順調に運営

できた。
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宇鷺 靭翌
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曇 kも #“ き‐ ’

-＝LUノLr＝里JE=.ユニ止巫〃J・坐Up

な規模で適応指導ができるよう、

己ノ、C，唾へLUp学フ◎型”

LPの管理･運営を改善すると

ともに､それぞれのLPでの取組みを共有し､支援の充実を図
ります。
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外国人児

童生徒指

導協力員
の派遣

外国人児童生徒
指導協力員の派
遣

11人

11人

(勤務日数

拡充）

13人

(協力指導
員の増員）

俺 ､ 己

j,缶汗., ‘』,¥,』 , , 唖'- ， 噌澤為
唾､主な成果と ,不蝉 爵 ’ 、唖‘ ：.、 ： :､辞､ .w ・ 紅 鱈も跡、 繁

･令和元年度は、13人の指導協力員が468人の指導等にあ
たりました｡侃童生徒への日本語指導だけでなく､面談や家
庭訪問時の保護者への支援も行うなど､精神的なケアにも
大きく貢献しています。

11人

(勤務日数

拡充）

11人

(勤務日数

拡充）

11人

(勤務日数

拡充）

13人

(2人増

貝）
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増員し､体制を拡充しましたが､訪問回数は足りていません。
今後も指導協力員の増員等､効果的な配置に努めます。
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学習習慣

定着に向

けた支援

eラーニングの活

用
検討 モデル実施 運用拡大
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･新型コロナウイルス対応で､令和2年3月より前倒しで先行

的に利用を開始しました｡インターネットを介して家庭からの
利用が可能となり､40％を超える児童生徒が利用して家庭学
習を進めています。

検証中
検証結果の
考察

モデル事業

実施
実施 達成
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･4月から計画的に研修等を行う予定でしたが､休校と感染防

止対応のために実施できていません｡資料等を配付してより

効果を高める工夫を検討しています。
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放課後子
ども教室

の推進

実施日数

活動支援実施校

の拡充

21.2日/校

(H26)
ニーズ調査

の実施

30.0日/校

従来型

22日／校

活動支援型

28日／校

17校

放課後子どもプラ
ンの策定

策定

?."鳥黙煮鑓
宇 F 〔 主な成果と＃

‘,管"『 ; ",器 弾

－ －

･従来型は、新型コロナウイルス悪朱ﾛﾑ大Iこより；古到刀､稲J｣、

されたため、実施日数が減少しました｡また､安全管理やプ
ログラム開発など､地域の負担が大きいことが実施日数を増
加する上での課題となっています。

･活動支援型は対象校17校を希望制により決定することで、
真に必要とされる支援を行いました。

･平成30年度に放課後子どもプランを策定し､放課後施策を
総合的･計画的に進めています。

19.8日/校 19.8日/校

従来型

17.9日/校

活動支援型
25.9日/校

従来型

16.9日/校

活動支援型
28.0日/校

遅れ

17校

策定

17校

策定
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･総合コーディネーターによる活動支援を継続するとともに､引
き続き対象校は希望制により決定することで､真に支援を要

する学校に必要な支援を行い､実施日数の増加を図ります。



2生涯学習分野

（1）成果指標
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1
生涯学習に関心の

ある市民の割合

76.9％

(H26)
83.0％ 90.0％ 80.5% 75.9％ 76.3％ 73.6％ ×

WEBアンケート

？《;；:副ゞ;達成状況に対する説明:‘;“
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斗 ; 典‘’海洋斎割ゞ :寒;‘灘今後の取組み筆翰蝉泳:'･鰯泌”入紗＃

･SNSや情報誌等各種媒体による学ぶ場

と学ぶための情報提供や､生涯学習イベ

ンﾄを継続して実施しましたが､前年度と

比較し､2.7ポイント下降しました。

･市民ニーズに応えた各種事業を実施するとともに､SNSを活用し

た情報の発信や､情報誌やチラシなどの発行回数を増加すること
で､学習のきっかけづくりにつなげ､生涯学習に関心のある市民

の割合が増えるよう努めます。

NO.:
jf

1

｡； 曳曙･‘､f ； ざﾏ ″： ‐ ． ‘“" 畠 を “孟 鼠"鰈‘‘男

蕊穣酎
,韻, 鍔 ､ ‘ 島 ざ盛 ⑪ ､ "甥 " '筥 曲 ;

患当初ff:

螺斑

笥 .■ 己 嗜

鳴 ；勺 :鳥:目＃標

芋､fH30末毒
x串間自縛、

;f･鳥：

撫

甲ザー

供

獄
噸

型

田

#

力

I

矛 .竜 ' 2 j虚､､畠 I ､ 12 , 器 風． ． ． 《' i,管･ '溌藤ぎぅ .“ ．
□ し倶 争＃ こう , ､ ザ

Z 曙曜丸ﾉ 垣F 分 , ｡ ご 壇, ,j ,. ､

ふ
い
●

・
謬
翻
鼠
島
！

蕊
偲

、
竺
篭
・
繩
鱗

吋
両
部
端
鰯

苫
・
祭
夢
蝿
呵
等

斗
晶
五
四
台

亜

”侭

::実績‘睡嘩f;y''* 鐘鷲蕊垂、 ‘

騨副出
面f [ ,
H30末鴬
ｆ
ｔ

Ｐ

里

ｐ

畢号

号 弘 f r

FF

凸 鈩

≦．;; :R1末寵
1 :･!'｡M:f""l7職；

仏" ､ 捗 ﾆ ､ ｧ虚'

乱達成

〆 ，状況；

］

4

生涯学習施設を年1

回以上利用したこと
のある市民の割合

44.1％ 74．0％ 80.0％ 73.1％ 68．0% 73.5％ ×

WEBアンケートⅡ
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･職員の資質向上に努め､市民ニーズに

合った各種事業を企画するとともに､学

習環境の整備を進めました｡その結果、

前年度と比較し､5.5ポイント上昇しまし

た。 ’

･学習環境の整備を進め､市民ニーズに応じた各種事業を実施

し､学習のきっかけづくりに努め､生涯学習施設の利用者増を図
ります。
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公民館の講座の参
加者の満足度

98.2％ 99.0％ ’ 99.5％ 98.5％ 98.7％ 98.4％ 98.4％ ×

呈講者アンケート調査
ﾛ
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･地域における課題や利用者のニーズを

把握し､主催事業を実施したものの､前

年度と同じ満足度となりました。

･アンケートの回答数は、1,620件増加し、

利用者の意見を広く聴取することができ

ています。

･地域課題､利用者のニーズ､不満だった理由を的確に把握した

うえで､実施時期等の検討をするとともに､講座内容や実施回数
を充実し､さらなる満足度の向上を図ります。
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市民のボランティア
活動･地域活動へ

の参加状況 ，

16．4％

(H26)
23.0％ 30.0% 21.9％ 13.5％ 16-7％ 16.1％ ×

WEB ｱンケート

‘窪評達成状況
悪卦宇 聾篭ヱ

《
…

酔
いＲロ過

･生涯学習センターや公民館でボランティ

アやリーダーの育成講座を実施しまし

た。

･前年度と比較し､0.6ポイント下降したも
のの、「魅力あるちらし作り｣講座など団

体活動の活性化を目的としたことにより

受講者数は増加しました。

熟:鐘･" ,塾､”:職簿今後の取組み等群舞･;;鑑鈴ふう認.ご-K
･市民ニーズを踏まえボランティアやリーダー育成講座の充実を

図るとともに､ボランティア等の活動についての幅広い周知や､活

動場所の発掘など､学習成果を地域に還元するしくみづくりに取り
組みます。
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住民同士で地域課

題の解決に取り組

んでいると考える市
民の割合

24.3％

(H26)
27.0% 30.0％ 28.9％ 31.8％ 31.2％ ◎

WEB. ｱンケート

:.､i' "建成状況に充 す:念高兄琲 甲

n 名 F

略"5 や 2

j み ■ . 鯵霞漆鑑熟 ゞ ･竿ざifi' "｡6今後の取組み等欝苛鳶騒蕊麓き蕊識wi, :． 『磯

･公民館運営審議会や運営懇談会など

で議論された地域課題を講座に反映させ

るなどしましたが､前年度と比較し､0.6ポ

イント下降しました｡実績値は減少したも

のの､最終目標は上回っており､高い水

準を維持しています。

･公民館運営審議会や運営懇談会の議論の活性化をはじめ､地

域の団体等と連携して主催事業を実施するなど､地域課題の解
決に取り組んでいけるよう支援を続けます。
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生涯学習

施設等の
利用環境

の充実

生涯学習センター

の施設稼働率

公民

働率

除く）

喧の施設稼

＊調理室を

51－5％

(H26)

45-2％

(H26)

54-0％

48.0％

55.0％

51.0%

"'曙遥茂記.'11
期

堂蕊･ " ‘ ‘ ， 、鍬
F呼哩 "弔辞 Eな成果と 言察,宝，鼻、

一生涯学習センターの稼働率は､新型コロナウイルス感染拡
大による利用自粛によって､前年度より4.4%下降しました｡音
楽スタジオのドラムセットを更新するとともに､食文化研修室
の照明をLED化したことから利用者の好評を得ています。
･公民館の稼働率は､令和2年'月までの各月では前年度と
比べて'～3%程度上昇していましたが､新型コロナウイルス感
染拡大による利用自粛により、年間では0.5%上昇にとどまり
ました｡施設･備品の老朽化対応やバリアフリー化等を進め、
利用しやすい施設となるよう努めました。

58-2％ 62．8％． 64.7％ 60.3% 達成

46-8％ 46.8％ 45.8％ 46.3％ 遅れ

－

､憾′ ,『妙~ *, 南'

』 ･』 柾 村 '観弓 Fj ;罫 恥,』 池 ： 唾 ,､彫" ,総;餅 :, 綴 ‘村 ,』 池 ： 唾

房 虻識

F r呵

凝齢 X" , 》 .;対?後の取組み 琴?報羅弾 蕊. ¥､蔦 ' .,蕊
，狸 晦 其､ 革 且狸呵

･生涯学習センターでは､利用者の意見を参考に､利用環境を
整備するほか､夜間区分の利用促進を検討していきます。

･公民館では､今後も計画的に施設の修繕を行い､利用しやす
い施設とは何かという事を念頭に置きながら､どのような利用者
の方でも気軽に利用できる環境づくりを図っていきます。

2

図書館

サービス

の向上

地区図書館の開
館時間の拡大

1館 1館

分館における休日

開館の実施
3館 3館
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説
苧

･図書館が地域の｢知の拠点｣として豊かな市民生活や本市
の発展に貢献できるように､実現したい図書館の未来像を描

き､逆算する形で取り組むべき施策を示す指針として､新たな
図書館計画｢千葉市図書館ビジョン2040｣を策定しました。
･平成29年3月に開館した｢みずぼハスの花図書館｣におい
て､休館日である月曜日の開館を実現しました。

0館

O館

0館

0館

0館

o館

0館

0館

遅れ

遅れ

職,‘:;;“象"ど塚襲嫁慕今 2の取組み 等”; 、鍬;ﾘﾂ垣｡“報‘謡#
･新たな図書館計画｢図書館ビジョン2040(令和2年3月策定)｣の

ロードマップ(案)を確定し､そのスケジュールに基づき､各年度
策定する事業計画において具体化する施設整備に併せ､開館

時間の延長や祝日開館の実現に向け取組みを進めます。

4
公民館の

改築

犢橋公民館の改

築
基本設計

H30年4月

供用開始
供用

､ .､鱗 '零一 農､答 : 孝,－ ず ．，猿
j串､1F 脚醗出 ' , 随 " 主な成果と 獣察曹鯨…:…y:".L"* '･1

･利用者･関係者からの要望を受け、当初の予定を6か月前

倒しし､平成29年10月に供用開始しました。

建設中

(H29年10
月供用開始

予定）

H29年10月

供用開始

H29年10月

供用開始

(H29の実

績再褐）

H29年10月

供用開始

(H29の実

績再褐）

達成

融.., :． E 鴫』 、 ,．〈 蝿 一蒋鈴再演.凋淫マ,1 Vノ到入刷型Uア 等’ 一‘"‐脅箪. ::， 円暑 邑 r, 串 :晶 迎』

5
公民館の

改修

冷暖房設備改修
3館

(H26)

1館

(H30末まで

の累計）

4館

(R3末まで

の累計）

"途等需望. 患､ ､~:f･ "§" ｡ :､主な成果と 考察， : ､愚:" '‘l" ” : ~:{‐ &，
帝§，

浜』 。

･冷暖房設備改修は、中長期保全計画Iこ基づき進めていま

す。

計1館

(H28:1館実

施）

計2館
(H2951館実

施）

計2館

(H30:0館実

施）

計5館

(R1:3館実

施）
達成

i :!""F""鳥篭舞経今:1 取組み 察’#-m:,愛･霊‘鷺 ‘ ,:
･既設公共施設の長寿命化及び効率的な保全改修は全国的な

課題となっています｡計画的な維持保全を行うための個別施設
計画の策定を進めています。
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中央図書

館･生涯学

習センター

等の改修

中央図書館･生涯

学習センターの改

修

中央監視装

置更新

(H26)

アトリウム

ガーデン屋

根防水

吊天井落下

防止対策

工事完了済

工事完了済

． 堅 ﾘ ① で 毎おき ,
" ,,糎 鼻呼孝,‘; - ,' ' 騏 垂.

.紗串 狸 Eな成果と：
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･中央図書館･生涯字音センターのアトリウムガーテン屋根防

水､吊天井落下防止対策は平成30年3月に完了しました。

実施設計

実施設計

H30年3月

工事完了

H30年3月

工事完了

H30年3月

工事完了

(H29の実

績再褐

H30年3月

工事完了

(H29の実

績再褐）

H30年3月

工事完了

(H29の実

綬再褐

H30年3月

工事完了

(H29の実

績再褐）

達成

達成
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4J ㎡

f〃 力

･施設利用者への影響を考慮しながら、効率的な施設改修を検

討します｡

7

コミュニ

ティセン

ターの改

修

『

外壁･屋上防水改

修

空調･熱源改修

工事2館

(H26)

実施設計1
館(H26)

工事1館

(H26)

工事1館

(H30末まで

の累計）

実施設計1館

実施設計1
館

工事1館

劣化度調査
2館

(H30末まで

の累計）
3館

鄙 4. 曲 ’r h

ま成果ど画 不， 轡｡ .f:黒 3~・ 』 ，,． :､藍 ・ 宮 、

･中期保全計画に基づき､計画的に施設改修を進めました。
令和元年度は穴川コミュニティセンターの劣化度調査を実施
しました。

計工事0館

(H2880館実
施）

計工事0館

(H29:0館実

施）

計工事1館

(H30:1館実

施）

計工事1館

(R1:0館実

施）
達成

計工事1館

(H28:1館実

施）

計工事1館

(H29:0館

実施）

計工事2館

(H30:1館

実施）

計工事2館
(R1 :0館実

施）
達成

計2館

(H28:2館実

施）

計2館

(H29:0館実

施）

計2館

(H30:0館実

施）

計3館

(R1:1館実

施）
達成

；” ． ： 慨 “ 』 ，､！ 万曲 の取組み』＝” ‐ 員一 .､ － ・ ‐ 公． ：
可 、灘 f 同〃 壱

･今後も､計画的に施設改修を実施します。

9

公民館へ

の社会教

育主事配

置

公民館における社

会教育主事資格

取得者数

12人

､Z･雷‘ ;， 、ど≠､y鰯鱈f､, ； Eな成果と 百示鯵,霜 蜂戚､ 、 、管’ ．・ ・ 鍵： ； 湯 誌：霧

･職員の専門性を向上することにより､社会教育活動を活発
化するため､公民館職員の社会教育主事資格取得を進めた
ことにより、資格取得者が2人増加しました。

13人 15人 達成
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態､ :． ‘ ・ ‘ ' ･万 の取組み；等蝋I ,'j露｛ふ% _偽『盛Lf_f'!;
串 [ 串蝿 号

･今後も社会教育主事講習に公民館職員を積極的に推薦し､資
格取得者の増に努めます。

》
》
串
』
．
《
叩
唖
謹
嘩
年

“
畠
。
望

剛
胆
平

河
口
、
Ｔ
ｒ

〃塔

事業名
＆ T

回

fJ 誤り
’

薪規拡充倉首"‘！
ﾘ錐、継続: "篭；

品 晶, E , 操

毒理当初弦
４
母 H27末。

職酔玲 : ‘･葛､

3謬蕊爾泪

噌澗30*f
分 段 P 司る F 響

，(中間目標）

際溺葡

鴇i ■I:"殴表灘
r(最終目標)

具､ 4鍔 千 F 睦
F

唾艶ぞ

』』 P LDも

域
う
謬

励
Ｊ
Ｒ

;隣'H28"ｨ､
蛾． , ､ ： 』 し．

涛財. 3 ， 酌 ！

’壷,実績:"獣I邸A:劇#･ g i = """!-;曹 :､#

報29末 町

子

rH30末、
賦■ 二 5 E

L 輻

¥1

r：

,,R1末‘篭
蝿J p － gL － ;

【 埒q #埴 ， 塒嚥 ず屯
. ; ,,叱

"達成

:‘状況, ’

1

加曽利貝
塚の特別

史跡指定

総括報告書の刊

行

総括報告書
の作成

総括報告書
の刊行

総括報告書
の刊行

一

曼宇號宇便f背国ししま壺謬 ‘，
察瀞 和 ､ 鰯

二げふj央不色｡ご考 ‘ ;' ： ｻゞ ； ､~'｡シ :尊』
･平成29年10月13日付けで特別史跡に指定されました｡令和

元年度は台風や新型コロナ感染症の影響により67,632人と
.

なり、平成30年度の77,222人と比べやや減少しました。

総括報告書

の刊行

総括報告書
の刊行

(H28の実

績再褐）

総括報告書

の刊行

(H28の実

績再褐）

総括報告書
の刊行

(H28の実

績再掲）

達成

』 も r d E 課 一｡義 今イ の日勺嬰日系ﾑI
｜

】口

“ 馨。: ； : ・寺1』
4 この取組み 等…;‘ ;．

･加曽利貝塚の発掘調査や史跡整備を進めるとともに､新たな
縄文体験の提供など来場者のニーズを踏まえた事業を積極的
に実施して参ります。
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2

文化財の

保存･活用

の推進

ゆかりの家･いな

げの改修

市民ギャラリー･い

なげ(旧神谷伝兵

衛稲毛別荘)の改
修

基本設計

外壁等腐食

箇所修繕、

電気設備工
事

耐震改修、

屋根防水改
修工事

外壁等腐食
箇所修繕、

電気設備工

事完了

耐震改修、

屋根防水改

修工事完了

､ 胃

詞 ."翫亜擁 ､'二. 一畳 乳.ご ‘ ， 噸 こ『ふJ火不竺 考察 ;愈恵か‘ ”､ゞ ：』､ "、
･ゆかりの家･いなげの老朽化した電気配線等の更新につい

ては実施設計は完了したものの､工事については入札不調
となり実施できませんでした。

･市民ギャラリー･いなげでは平成30年10月から耐震改修工
事を2か年継続事業で実施していましたが､令和2年3月に再
開館しました。

実施設計

酎震改修、

屋根防水改

修工事

電気設備工

事実施設計

耐震改修、

屋根防水改

修工事完了

遅れ

達成

夢 ］

弘 密牢 顛, ア
設凸 E 『 録聴軍§典｡今1 2の取組み 等常~j::入蕊"鯵蔦:息驚婆薮聾曾、

-ゆかりの家･いなげは､令和元年度での実施を予定していた電

気設備工事を早期に実施するため､工事範囲や手法等の仕様
を見直すことで再度の入札不調を回避するための対策を講じま
す｡また､外壁等の老朽化については､地域有形文化財として
の価値を損うことが無いよう､劣化状況を注視しつつ､適切な修
繕に努めます。
･市民ギャラリー･いなげでは､工事完了を踏まえ､安全のため
同時に7人までとしていた入館制限を緩和し､公開事業を促進
するとともに､イベント等の開催場所とするなど用途拡充を図
り、活用していきます。

3

郷土の理

解を深め

る講座･事

業の充実

加曽利貝塚など縄

文時代の理解を深

める講座･事業

11事業 13事業 13事業

千葉氏など郷土の
歴史の理解を深め

る講座･事業

24事業 26事業 26事業

匙剖

巧
啼
争
浜

ｑ
毎
段
Ｆ
守

Ｆ

Ｐ

Ｐ

》 Eな成果と 苔察乳｣ ゞ…､ 、” ;:パ
･加曽利貝塚博物館では､人気のある子ども向けの講座を中
心に､埋蔵文化財調査センターとの連携事業も含め、開催回
数を増やすなど昨年度より2事業多い36事業を実施しました。
･郷土博物館では､市民向けの公開講座を実施するととも
に､千葉大学と共催で千葉氏公開市民講座を実施しました。
また､千葉氏の普及を図るためにパネル展｢千葉氏入門Q＆
A｣を開催するなど事業の充実を図ることができました。
･埋蔵文化財調査センターは､市内公共施設でのロビー巡回
展など郷土史関連事業8事業に加え､加曽利貝塚博物館と
連携した｢加曽利貝塚現地説明会｣など､縄文関連事業を実
施しました。

13事業

26事業

15事業

25事業

34事業

28事業

36事業

27事業

達成

達成

7'･:｡!:t :r. : "報§蕊･惑含後 i取組み 寺!"菖露､ ;〃鼠‘爵 ，雫:"1ゑ" 『

･加曽利貝塚博物館では､動物公園や県中央博物龍､学校等と
連携し､相互交流を伴う事業を展開して参ります｡また､令和2
年春に常設展示の一部をリニューアルし､より分かりやすい展
示を目指します｡ホームページに館長をはじめ､学芸員が担当
するページを新たに開設し､貝塚や博物館の情報公開に努めま
す｡Twitterアカウント等による迅速な情報発信に努めます。
･郷土博物館では､魅力ある事業を展開していくうえで､その基
礎となる調査研究を着実に進められるよう､専門的人材の確
保､育成など体制の充実に努めて参ります｡また､令和元年度
にリニューアルしたホームページを活用し､郷土史についての

情報を積極的に発信します。

5

特別史跡

加曽利貝
塚の魅力

向上

加曽利貝塚博物
館の来館者数 ’ 100,000人

幹 彊 z』ぷ伊j 甥電

１
弾

灸 EJ歩J央不巳石示，‘ ，"", " . . 、噂､綴 ,‘ ､

･令和元年度は台風や新型コロナ感染症の影響により67,632
人となり、平成30年度の77,222人と比べやや減少しました◎

･縄文春まつり､秋まつり､ナイトミュージアムの継続的な開
催やSNS等を活用した情報発信により､市外からの新たな
来訪者が増加傾向にあることがアンケート結果などから明ら
かになりました。

･週末には来訪者が疑似発掘などの体験ができる｢縄文体験
プログラム｣を実施しました。
･平成31年2月に策定した｢特別史跡加曽利貝塚グランドデザ
イン｣に基づき､史跡整備の基本設計及び実施設計を行いま
した。

･新博物館の基本計画策定に向け､諸室の構成等の検討を
行いました。

丁
77”’人 67,632人 遅れ

士 二 [ 蒔 諒

晶 吐 FT L 唾 F ＃:職:思今（ tの取組み
＝i 、． 夢“ ､ ′ ､､覇

守"． f ←為,．．"ぞ，
凸 砂

尋 " ,唖 F E 四

･新たな来訪者を獲得できるイベントや縄文体験プログラムを企

画･実施します。

･新型コロナウイルス感染症の状況を注視しつつ､新たな生活
様式に配慮した博物館運営に努めて参ります。 ，
･園路やサイン等の史跡の環境整備工事､北貝塚住居跡群観
覧施設の改修工事､復元住居の新設等の史跡整備を行いま
す。

･新博物館について､展示-体験計画の追加検討を行い､基本
計画を策定します。
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4

｢(仮称)瑞

穂情報図

害セン

ター｣の整

備

｢(仮称)瑞穂情報図
書センター｣の整備

検討
H29年3月

供用開始
供用

内君〃力乎 R 設〆# 唖 』 ㎡』
唖

乃 炉』 Eな成果と 菩察準劇か;，ｬ:鴬"‘篭貴蕊
｡「(仮称)瑞穂情報図書センター(現:みずほハスの花図書

館)｣は､寛ぎながら読書を楽しめるスペースの設置に加え、
自動貸出機､タブレット端末及びデジタルサイネージ等のICT
機器を活用したサービスの導入など､新たな取組を行う図書
館として､花見川区役所1階に整備を進め､平成29年3月に供
用を開始しました｡なお､みずほハスの花図書館の効果検証

結果については､第3次実施計画事業｢新たな図書館計画

(現:千葉市図書館ビジョン2040)の策定｣の基礎資料として
活用しました。

H29年3月

28日供用開
始

供用 供用 供用 達成

鰊.鎧蕊:豊謬常薮"今1⑳ 岬串 2の取組み 等-ず鷺謎爵‘、 や
山

ｔ
千
唖

-開館後の利用統計を通じ､新たな図書館のモデル事例として

検証を継続し､今後の施設整備を進める際のデータとして活用
します。

6

未来の科

学者育成

プログラム

の充実

未来の科学者育
成プログラムの実
施(ジュニア講座

受講者数）

実施 拡充
拡充

(100人）

宅

由

宇

ｒ
に
｛

、

Ｊ

蕊

盈

群

ゴ
タ
蕊
凡 毒成果と 寄察｡ #息､ “ ‘~; 〆興 J 淵 q F

‘鼠『 F j,｡v;観『
酷き'

-ジュニア講座は電子申請のほか､平成30年度の秋より市内
公立小学校5.6年生全員にチラシを配付したことにより、定員
を上回る応募が続き､受講者は159人となりました。

拡充 |勢’ 71人 159人 達成

F;』f職鍛溺',;号鉦今後の取組み
と
鞄

埋 沓 詑 凸

h と¥』 』を
F n FFJ

･ジュニア講座では､昨年度同様市内公立小学校5.6年生全員

に個別にチラシを配付し､電子申請でも受け付けます。

8

放課後子
ども教室

の推進

実施日数

活動支援実施校

数

放課後子どもプラ
ン策定

21.2日/校

(H26)

従来型

19.3日/校

活動支淫籾

25.0日/校

従来型

22.0日/校

活動支揺型

28.0日/校

17校

策定

虹 『 ＃ 四 . f

餐 み '縄,号争1 曲 ‘ ,穆二 'たj 封 ‘ v 験成果と考曹E季
､ 蠅設 』

"… 貝 Q蛍 ‘蟹"淡灘,蕊溌慰‘
即咋甜

･平成30年度に放課後子どもプランを策定し､放課後施策を

総合的･計画的に進めています。

-従来型は､新型コロナウイルス感染拡大により活動が縮小
されたため､実施日数が減少しました｡また､安全管理やプロ

グラム開発など､地域の負担が大きいことが実施日数を増加
する上での課題となっています。
･活動支援型は対象枝17校を希望制により決定することで、
真に必要とされる支援を行いました。

19.8日/校 19.8日/校

従来型

17.9日/校

活動支援型

25.9日/校

17校

策定

従来型

16.9日/校

活動支援劃

28.0日/枝

17校

策定

(H30の実績

再掲）

遅れ

達成

達成

9 Qf＋ 串 がり串唱

1 ｱｫ

融 一

虹 "

曹,筈 匡剤 》 蝉 奄峯雄溌:”今後
一

の取組み：室癖篝: ： 篭,； 誉蕊隻
ですし鷺. 、鷺‘ ･汽欺： ： ,

,ザ 沙1輪 『h, ‘ ､

･総合コーディネーターによる活動支援を継続するとともに､引き

続き対象校は希望制により決定することで､真に支援を要する
学校に必要な支援を行い､実施日数の増加を図ります。
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9

子ども読

害活動の

推進

読書習慣のある児

童生徒の割合
(小学5年生）

45.2％

(H26)
49.0％ 52.5％

読書習慣のある児

童生徒の割合
(中学2年生）

1か月間に読んだ

本が0冊の児童牛
徒の割合(小学

生）

1か月間に読んだ

本が0冊の現章生

徒の割合(中学
生）

％
、
』

９
お

６
Ｈ

４
〃
１

1.1％

(H26)

7-9％

(H26)

49.0％

0.9％

6.4％

52.5％

0.8％

5.5％

F j F で 〃 記￥

]野] 貼監好

－

"為※"､鈴ツ…ヨ

》

’

果と考要察零‘誉 ,‘
可, z ﾑ

主 由

｡ lファミリーフックタイム事例集｣やlどくしよてちよう｣の配布、

子ども読書まつり実施などにより、子どもが自由に読書を楽
しみ､読書の幅を広げていくことができるように支援し､読書

環境の整備へ向けた取組みを行いました。

46.0％

44.4％

0.6％

48.1％

44.5％

0.4％

44.0％

43.0％

0.3％

44.1％

0.6％

遅れ

遅れ

達成

2.8％ 1.6％ 1.3％ 0.9% 達成

野 罪

5.藍f 芳醇 『.F " 今
鋲、 ､" も“ 篭” ． 』奇

》

》

－ －

ロ寸一こてJUノ訂囮音"口型JUノオ氏進さ凶包JこびJ， Ⅱ L当秤亘山」､ざⅡ Lニソ『且

出｣により図書資料の有効活用を図るとともに､「図書館見学｣、
｢おはなし会｣、「調べ学習｣など体験を通した学びを支援してい
きます。

･また､令和3年3月策定予定の第4次子ども読書活動推進計
画の中で図書館システムを通した学校との連携について検討し
ていきます。

11

家庭教育

支援事業

の実施

｢子育てママのお

しゃべりタイム｣の

実施館数

｢子育てママのお
しゃべりタイム｣の

延べ参加者数

21館

(H26)
28館 28館

2,500人

燈,率 ′ , りぷi f 鋪 彊 ， 写 ； ’ ;., 『 ； 班
昔 ．里一

畠なr 師＝た成果と ;察.．鐙,ニミ
T P [餌

-家庭教育の支援や子育ての不安や悩みを解消するため、
｢子育てママのおしゃべりタイム｣を公民館で実施しました。当

該事業の担い手である子育てサポーターや地域の子育て世
代のニーズに応じ､実施回数や場所を調整しています｡少子

化や就労家庭の増加により参加者数は減少しており､実施
館数の増加には至っていません｡令和元年度は自然災害や

新型コロナウイルス感染拡大により活動が縮小され､実施回
数.参加者数は減少しました。

22館 22館 22館

1,925人

22館

1,677人

遅れ

遅れ

尋 甘 ！
や ど 4 ℃齢 腎? 鷺, ‘･ 噂.鰯篭ワデ；後の取 且み 認”〃 ４

４
凸
‐
脾

留
零

Ｊ
綴
辨
》

ず

.引き続き､人材の確保などの実施体制を強化しながら､地域の
子育て世代のニーズに応じ､実施回数や場所を調整していきま
す｡また､子育てサポーター間で情報交換をし､よい取組みを共
有します｡

13

公民館主

催講座の
実施･拡充

主催講座の実施･拡
充

‐

900講座

●
・
勒

閂
玲

浄
弥

ゴ
シ
バ
滞

聟
嗜
宰
ダ

鞘

Ｌ

峰
伊
廿 ﾐな成果と 号察麹; ':．
．幅広い学習ニーズに応えるため､関係機関と連携･協力を

行い､各公民館で1～2講座を増やすことに取り組み､様々な
講座を実施しました。

ノ

I 972講座 1,085講座 達成

｡‘' ｡…鷺~謹報巌迂; " ､息撚今後の取組み 琴葛; :*『I識『
』 F唖

｡ ．』 .髄 ' &
臨
員簿

･今後も利用者ニーズを把握し､学習機会の提供に努めていき

ます･
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状現

1

団体･グ
ループ活

動のリー

ダーの養
成・育成

指導者養成研修

＊延受講者数

33人

H26)
370人 400人

Ｄ

静

臥

岸
墳
“

《

蝿

鰐
詳

串
聰
ロｆ
》

品

１

号
千
芽
彊

耐
鈎
宰
泌

唖
設
著
『
邦

『
、
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“
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紗
郡
“

津

瀞

こ
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呼
迅

錠

ざ

主

』

溌

餌

“

“

、

緯
哨
稗
曙
海

＝･手

圭竺
r屑汀里斐目
f…へｰ 蓄察#詮鳶拳澱鼠職；蕊

･生涯学習センターでは､リーダーとしての資質向上や育成に
つながる内容の研修事業を展開しました｡団体活動に必要な
コミュニケーション能力の向上や広報の方法等多くの受講者

を集めることができる内容ではないことや､PTA役員や放課
後子ども教室コーディネーター等の受講対象者が限定される
事業もあるため、受講希望者は目標値に至らなかったのもの
の、団体活動に重要な研修の提供に努めました。また､新型
コロナウイルス感染症の影響により、当初実施予定講座のう

ち、1講座が中止となったことも影響しています。
･公民館では､団体-グループ活動のリーダーの養成･育成講
座を実施しました。

389人 364人 ’ 347人 ’ 316人 遅れ

!' ; ，;ﾙ諺認識 溌誠‘§今後の取組み等‘ ,:さ噌篭蕊鷹 噸感 ：鋪､;1， 認
ﾉ 品 R ,

“. 抑 甲 … {

一生涯学習センターでは､受講者のニーズを把握して､指導者と

して必要な資質を高めるための研修を実施します｡また､団体
活動活性化に必要とされるコミュニケーションのとり方に目的を

置くなど､活動に関わる方が積極的に参加できる研修を実施し
ます。

･公民館では､引き続き､地域活動に役立つ講座を実施し､指導

者養成に取り組んでいきます。

2
ボランティ

アの育成

ちぱ生涯学習ボラ

ンティアセンター登

録者数

1,634人

(H26)
1.850人 2,000人

哩 廿 ら や牟盛叩 pJ d ]J 岬』 ゴJ其

瓦浮 贈凸 富 4 足J ご￥
明 認 ■､… 稗 耳 五

÷十号齢,田‘

ﾐな成果と ;察r鍵":､鰻； 3 ‘ 濠 、 ＊ サ

･ちば生涯学習ボランティアセンターの登録者数は着実に増

加してはいますが､高齢化や団体の活動停止等による減少

の影響もあり、大幅な増加は困難となっています。

1,635人 1,697人 ’ 1,743人 1,834人 遅れ

患.』‘； ､"4｡ ! :r_謹壷礎蔦_"今後の取組み 主， "湾 蕊 芯鴬舎i・ ‘亀, ､篭礁‘ ゞ 、
可っ 種 f" . h .…苧､翼, " ､雪

・ワ1石おE己、戸1回｣画LFﾘ1云Uノ岡涯守さ週しL，T巴Uﾉ､巴亟口凹1や〃､〃I

管するボランティア等との連携･協働を図るとともに､ボランティ

アセンターの広報活動の充実に努めます。

3

家庭教育

支援事業
の実施(一

部再掲）

家庭教育支援チー

ム数

子育てサポーター
人数

2チーム

(H26)

33人

(H26)

4チーム

42人 ‘

4チーム

42人

､ 冤 偽 E JJが,“ 』 ｡,
側⑭ f[ Eな成果と 昔察:: : 。 ‘ ’ 域E ､； も 5 . j flf蝿 渦 嘩

屯 現 況

･子育ての悩みなどを相談できる場所として認知されてきてお
り、今後も継続的な需要が見込めます｡また､家庭教育支援
チームは､地域団体(育成委員会やPTAなど)との会議や共
催で行う学習講座なども行っており､地域とのつながりを深め
つつ地域人材を育成しています｡就労されている方の負担な

どが理由で､チーム数やサポーター人数は目標値に至ってお
らず､特に家庭教育支援チームは臨床心理士や保育士等で

構成されるため、人材の確保が課題となっています。

2チーム 2チーム 2チーム 2チーム 遅れ

36人 39人 35人 37人 遅れ

‘ ’ｼ ； 求鏡
屯 …。 喝⑧ EP 哩 唱 ;諾:…,今｛ 2の取組み 等だ”‘尚職、 ，覇 。

-人材の確保については､引き続き､公民館や学校の協力を得
て､子育てサポーターや青少年育成委員等の既存の家庭教育
関連団体に適切な人材の紹介を呼びかけるとともに､チームが
開催するイペント等についてもより一層の広報PRに努め､参加
者を含めより幅広く参画を働きかけていきます。
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ポランティ

アセンター

等におけ

るコーディ

ネートの実

施

ちぱ生涯学習ボラ

ンティアセンターに

おけるコーディ

ネート

198件

(H26)
230件 260件

や鍔叩 ゴ 』 '謁 口 r 4

恥 0 1 予噌 Eな成果と 蓄察堂：""好､ : ‘檸鍜鐸…
･新規施設･団体からの依頼が着実に増加しており、順調に

推移しています｡また､ボランティアの派遣について潜在的な

ニーズを見込むことができる小･中学校や公民館へ直接事業
説明を行い､広報活動にも努めました。

231件 221件 234件 262件 達成

■2 ¥ ⑲ 謎礎灘今｛ の取組み 崖 学 ．¥ 》 ､ 剥
干管 ．馴 馨 ､ 〃 , 量櫓 :,'

･ボランティア先生紹介ミニ講座等で､活動の様子をわかりやす

く伝え､新しい利用者の開拓に努め､件数を増やしていきます。
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･NPO法人や地域団体などと蓮携し､生涯学習センターでは

31講座､公民館では50講座を実施しました｡様々な団体と連
鴎することで､多彩な事業を実施することができました。

…114事業 131事業 “141事業

聯“鐵蕊鷺蕊蕊磯奇 の取組み言藏";i ;":"簿":､"胤霧#簿?鐸緯會, f綴零歩藤諜
･NPO法人をはじめ､大学､民間企業電地域団体､生涯学習施

設で活動している団体等と連携し､地域課題の把握に努め､学
習内容と機会の充実に努めます。



議案第84号関係参考資料

（学校教育部、学事課）

千葉市立小学校設置条例の一部改正について

1 改正の趣旨

子どもたちのよりよい教育環境の整備と教育の質の充実を目的とした学校適正配置に

より、統合校を設置するため、所要の改正を行うものである。

2統合校の概要

3施行期日

令和3年4月1日

21

統合後 統合前

名称 位置

学校規模

偏目御寺

予定）

R3.4. 1の 名称
学校規模

(R2.5.1現在）

千葉市立

大宮小学校

千葉市立

大宮小学校の位置

(千葉市若葉区

大宮台7丁目

8番1号）

学級数： 7

児童数： 197

(特別支援学級

1学級含む）

千葉市立

大宮小学校

千葉市立

大宮台小学校

学級数： 7

児童数： 165

(特別支援学級

1学級含む）

学級数： 5

児童数： 46

(特別支援学級

1学級含む）
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議案第84号関係参考資料

新旧対照表（千葉市立小学校設置条例の一部を改正する条例） 、

千葉市立小学校設置条例（昭和39年千葉市条例第15号）の一部を次のように改正する。

備考改正箇所は、下線が引かれた部分である。

附則

この条例は、令和3年4月1日から施行する。

／

23

改正前 改正後

語1条（略）

(名称等）

第2条市立小学校の名称及び位置は、次のと主

りとする。

~－茗萩－－~T~~－~7壷一~~－
千葉市立新宿小学校

～千葉市立幕張西小

学校

校

(略）

附則

(略）

千葉市若葉区大宮町2,082

番地

語1条（略）

(名称等）

第2条市立小学校の名称及び位置は、次のと*

りとする。

(略）

附則

（



I

1

「

24



議案第85号関係参考資料

（学校教育部学事課）

千葉市立中学校設置条例の一部改正について

’
1 改正の趣旨

子どもたちのよりよい教育環境の整備と教育の質の充実を目的とした学校適正配置に

より、統合校を設置するため、所要の改正を行うものである。

2統合校の概要

3施行期日

令和3年4月1日

r

25

統合後 統合前

名称 位置

学校規模

6荊郊寺R3.4.1の

予定）

名 』称
学校規模

(R2.5. 1現在）

千葉市立

高洲中学校

(統合新設）

千葉市立

高洲第一中学校

の位置

(千葉市美浜区

高洲2丁目

3番18号）

学級数： 12

生徒数: 415

千葉市立

高洲第一中学校

千葉市古

高洲第二中学校

学級数： 9

生徒数： 316

学級数： 4

生徒数： 94
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議案第85号関係参考資料

（、 新旧対照表（千葉市立中学校設置条例の一部を改正する条例）
写

千葉市立中学校設置条例（昭和39年千葉市条例第16号）の一部を次のように改正する。

備考改正箇所は、下線が引かれた部分である。

附則

この条例は、令和3年4月1日から施行する。

27

改正前 改正後

君1条（略）

(名称等）

1′

語2条市立中学校の名称及び位置は、次のと*

りとする。

~－~~蔬一－－｢~~－~莅冒一一~~‐

、 附貝リ

(略）

藷1条（略）

(名称等）

語2条市立中学校の名称及び位置は、次のと末

りとする。

(略）

附則
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議案第86‘号・第87号関係参考資料

（学校教育部教育改革推進課）

財産の取得について(GIGAスクール用パーソナルコンピュータ及び

GIGAスクール用電源キャビネット）

GIGAスクール構想の実現のため、GIGAスクール用パーソナルコンピュー

タ及びGIGAスクール用電源キャビネットの購入を行うもの。

1 取得財産

(1)GIGAスクール用パーソナルコンピュータ 76, 949台

(2)GIGAスクール用電源キヤピネット

アパーソナルコンピュータ44台用電源キャビネット 2， 243台

イパーソナルコンピュータ22台用電源キャビネット 168台

2納入場所

市立小・中・特別支援学校（高等部を除く）及び教育センター

3取得予定価額及び取得先

(1)GIGAスクール用パーソナルコンピュータ

ア取得予定価額 3， 681， 883， 700円

イ取得先 Sky株式会社

(2)GIGAスクール用電源キヤビネット

ア取得予定価額 215， 533， 010円

イ取得先 リコージャパン株式会社

4予算措置

,

’

29

予算額

GIGAスクール用パーソナルコンピュータ 4, 186,404,640円

GIGAスクール用電源キャビネット 653,874,871円

/△､二｣‐
ppl 4,840,279,511円
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議案第88号関係参考資料

(教育総務部教育給与調
「

損害賠償額の決定及び和解について

趣旨

平成29年1月に締結した「人事給与情報システム機器等賃貸借契約」について、システムの刷新

（令和2年8月稼働）に伴い、旧システム用に賃借しているパソコン等機器が不要となることから、

賃貸借期間（5年間）を1年4か月短縮する変更契約を行った。

これに伴い､相手方が得られるはずであった当該短縮期間分の賃貸借料相当額について損害賠償額

として決定し和解する。

1

2概要

（1）人事給与情報システム機器等賃貸借契約（原契約）について

ア相手方 東京都千代田区丸の内3丁目4番1号

株式会社JECC

イ賃貸借期間 平成29年2月1日から令和4年1月31日まで(5年）

ウ賃貸借料金 73,211,040円

エ契約日 平成29年1月6日

(2)変更契約について

ア賃貸借期間 平成29年2月1日から令和2年9月30日まで(3年8か月）

イ賃貸借料金 53,823,672円

ウ変更契約日 令和2年4月1日

～

(3)損害賠償額 13,280,320円

※短縮した令和2年10月から令和4年1月迄の賃貸借料金(19,884,480円）

から、当該期間の保守作業料（6,323,680円）及び中間利息（280,480円）

を控除した額

単位：円[参考］変更契約前後の総支払額

合計の差▲6,107,048

(4)和解条項の概要

ア千葉市は、相手方に対し、 13,280,320円の損害賠償義務があることを認める。

イ千葉市は、相手方に対し、令和2年10月末までに損害賠償額を支払う。

ウ千葉市及び相手方は、本和解条項に定めるもののほか、何らの債権債務のないことを相互に確認

する。

エ本和解条項は、千葉市議会の議決を得た時に効力を生ずるものとする。

31

賃借料 損害賠償 合計

変更前 73,211,040 73,211,040

変更後 53,823,672 1月ワRnR,n 67,103,992
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令和2年教育委員会会議第8回定例会出席者(第一･第二会議室）
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